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独立行政法人農 業技術研究機構九州沖縄農 業研究 セ ン タ ー 松 家 百

は じ め に

日 本 国内 の 主 な ダ イ ズ育種実施機関 は東北農 業研究 セ

ン タ ー (秋 田 県 刈和 野) ， 九 州 沖 縄農 業研 究 セ ン タ ー

( 熊本県西合志町) ， 作物研究所 (茨城 県 つ く ば市) ， 国

の 指定試験地 と し て 北海道立十勝農 業試験場， 北海道立

中央農 業試験場， 長野県 中 信農 業試験場であ り ， 現在，

圏内で栽 培さ れて い る ダ イ ズ 品種の ほ と ん ど は こ れ ら の

試験研究機関 に よ り 育成 さ れた 品種か ら な っ て い る 。 さ

ら に ， こ れ ら の機関 に 加 え て 2001 年 4 月 よ り 近畿 中 国

四国農業研究セ ン タ ー ( 香 川 県 善通寺市) に お い て 温暖

地 向 げ 品種 の 育成 が新 た に 開 始 さ れ る こ と と な っ て い

る 。 各 ダ イ ズ育種実施機関 で は担 当 地域で深刻な被害 を

引 き 起 こ し て い る 病害虫 に 対し て 抵抗性 を も っ 品種 を 育

成 す る こ と に よ っ て ， 地域の ダ イ ズ の安定生産 に 大 き く

貢献し て い る 。 本稿 で は 九州沖縄農 業研究 セ ン タ ー に お

い て重 要 な 育種 目 標 と な っ て い る ハ ス モ ン ヨ ト ウ 抵抗性

品種の育成状況 に つ い て や や詳 し く 述べ る こ と と し ， 他

の育成機関 で抵抗性品種の育成が重 要 な 育種 目 標 と な っ

て い る 重要病害虫 と そ の 抵抗性品種の育成状況つ い て は

簡単 に ふ れ る だ け に と ど め る 。

I ダイズわい化病抵抗性品種の育成

北海道立中央農業試験場 な らびに北海道立十勝農業試

験場

ダ イ ズ わ い 化病 は， 1950 年代前半 に 北海 道 南部 で異

常生育症状 と し て認 め ら れた の が最初であ り ， あ ま り 時

聞 を経ず し て 道南地域全体 に 広が っ た (三分一， 1998) 。

以来， 1960 年代前半 に は 道 中 部， 後半 に は 全道 で 発 生

が確認 さ れ た ほ か， 1970 年代 に は 東北 北 部 で も 発生 が

確認 さ れ る な ど， 被害 は 急速 に 拡大 し て い る 。 ダイ ズ わ

い化病 の 被 害 は 著 し い 場 合 で 収 量 が 50%以下 と な り ，

被害が少 な い場合で も 擢病個体 は落葉が著 し く 遅 く な る

の で収穫作 業の 大 き な 障害 と な る 。 本病の 主 な感 染源 と

な っ て い る の は ク ロ ー パ類で あ り ， ダ イ ズ作付地帯の ク
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ロ ー パの感染率 は 100% に 近 い と い わ れ る 。 こ れ を 伝搬

す る の は野 外に 最 も 一般的 に 見 ら れ る ジ ャ ガ イ モ ヒ ゲ ナ

ガ ア ブ ラ ム シ で あ り ， 確実 な 防除が困難 な た め 北海道 に

お げ る 難防除病害 と し て 早 く か ら 抵抗性品種の育成が行

わ れ て い る 。

抵抗性 母本 と し て 完全 な抵抗性で は な い が ‘黄宝珠'，

‘Adams' が知 ら れて い る 。 現在で は ， ダ イ ズ わ い 化病 抵

抗 性 “強" の ‘ ツ ル コ ガ ネ ， ( 中 央 農 試 1984 年) ， “や や

強" の ‘ ツ ル ム ス メ ， ( 中 央 農 試 1990 年) ， ‘ い わ い く ろ '

( 中 央農試 1998 年) が育成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 抵抗性

品種は発病個体率が少 な く ， 擢病個体の被害程度 も 少 な

い。 実際の栽 培で は 抵抗性品種 と 農薬処理 の併用 に よ っ

て 本病被害の軽減 を 図 っ て い る が， 抵抗性水準 の 高 い 遺

伝資源の探索お よ び育種 素材の 開発が強 く 求 め ら れ て い

る 。 な お ， 近年， 東北北部地方 に 発生 が見 ら れ る よ う に

な っ た が， こ の地域での 栽 培に 適 し た ダ イ ズ わ い 化病抵

抗性品種 は育成 さ れ て い な い。

E 茎疫病抵抗性品種の育成

北海道立十勝農業試験場 な らびに北海道立中央農業試

験場

ア メ リ カ で は 歴史 的 な重要病害で あ る が， 北海道で発

見 さ れ た の は 1970 年代後半 に な っ て か ら で あ る (三分

一， 1998) 。 本病の病原系統 の 分化 は 大 き く ， 4 群 ( 1，

II ， III， IV) に 属 す る 10 レ ー ス (A� J) が 分離 さ れて

い る 。 茎 疫病 は立枯性病害の一 つ で あ り ， 排水不良 な転

換畑等 の 圃場で被害が見 ら れ， 北海道で は レ ー ス 群 I と

II が広 く 分布 し て い る 。 レ ー ス 群 I と II に 対し て 抵抗性

を も っ 品種 と し て ‘ ト ヨ ム ス メ ， (十勝農試 1 985 年) ， ‘十

育 233 号， (十勝 良試 2001 年) が あ る 。

皿 ダイズシ ス トセンチュ ウ 抵抗性品種の

育成

1 北海道立十勝農業試験場 な らびに北海道立中央農

業試験場

北海道 に お け る ダイ ズ シ ス ト セ ン チ ュ ウ の 生息 と 被 害

は 明 治時代 に も 記録があ る が， 実際 に 被害 が 舷大 し て い

っ た の は 1920 年代 に 入 っ て ダ イ ズ お よ び 他の マ メ 類 の

作付 け が著 し く 増加 し た た め と 考 え ら れ て い る ( 三 分

一， 1998) 。 ダ イ ズ シ ス ト セ ン チ ュ ウ 抵抗 性 の 母本 と な
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っ た の は 当初 ‘黒英三本木' 系 で あ っ た が， 次 い で ‘下 回

不 知' 系 が使わ れ る よ う に な っ た 。 そ の結果， ‘下回不 知'

系 の 抵抗性 を 導入 し た ‘ 卜 ヨ ス ズ ， (十勝農試 19 66年) ， 

さ ら に 多収化 し た ‘ 卜 ヨ ム ス メ ， (十勝農試 1985 年) ， 早

生化 し た ‘ ト ヨ コ マ チ ， (十勝農試 1988 年) ， 青 ダ イ ズ の

‘大 袖の 舞， (十勝 農試 1992 年) が育成 さ れ て い る 。

し か し な が ら ， 十勝地方 に は ダ イ ズ シ ス ト セ ン チ ュ ウ

の レ ー ス 1 ， 3， 5 の 分布が確認 さ れ て お り ， 分布の 多 い

レ ー ス 3 に つ い て は ‘下回不知' 系 の 抵抗性品種で被害 を

軽微に 抑え る こ と が で き る が， レ ー ス 1， 5 に つ い て は

‘下回不知' 系 は抵抗性 を 示 さ ず， 著 し い被害 を 受 け る 。

こ れ に 対し て ‘Peking' 系 で は レ ー ス 1， 5 に 対し て も 抵

抗性 を 示 す の で， 中 国産 の ‘Peking' 系 の 抵抗性 を 積極

的 に導 入 す る 育種が進 め ら れ， 小粒 の ‘ ス ズ ヒ メ ， (十勝

農試 1980 年) が ダ イ ズ シ ス ト セ ン チ ュ ウ 抵抗性 “極強"

品種 ( レ ー ス 1， 3 抵抗性) と し て 育成 さ れ た 。 し か し

な が ら ， こ の抵抗性 母本 に 由来す る 育成品種や 系統は一

般 に根の生育が劣 り ， 収量がや や 劣 る 傾向 に あ り ， 今後

の課題 と し て 残 っ て い る 。

2 東北農業研究セ ン タ ー

ダイ ズ シ ス ト セ ン チ ュ ウ は 東北地方 に お い て も 重要 な

病害であ り ， 抵抗性品種の育成 は育種事 業が始 ま っ た 当

初 か ら 重 点 化 さ れ た 育 種 目 標 と な っ て い る ( 高田，

1998) 。 抵抗性 の育種 素材 と な っ た の は 在来種 の 中 で は

最 も 強 い 抵抗性 を 示 す ‘下 回 不 知' で あ り ， ま ず， ‘下 回

不 安[1' の 純系 淘汰に よ っ て ‘ ネ マ シ ラ ズ， ( 1961 年) が育

成 さ れた。 以後， ‘ ネ マ シ ラ ズ' の 気乾種子 に 放射線 を 照

射し て 早 生 化 し た ‘ ラ イ デ ン ， ( 1 9 66 年) ， ‘ ラ イ コ ウ '

( 1 9 69 年) が， さ ら に 交 配育 種 に よ っ て ‘ オ ク シ ロ メ '

( 1 972 年) ， ‘ ナ ン プシ ロ メ ， ( 1 977 年) ， ‘ ワ セ ス ズ ナ リ '

( 1 983 年) ， ‘ フ ク シ ロ メ ， 0983 年) ， ‘ ト モ ユ タ カ ， ( 1990 

年) ， ‘ リ ュ ウ ホ ウ ， ( 1995 年) ， ‘ハ タ ユ タ カ ， ( 1 999 年) な

ど多数の抵抗性品種が育成 さ れ て い る 。 一方， ‘ Peking'

系 を育種 素材 に 用 い た 高度抵抗 '性品種の育成 は ， 品 質，

収 量な ど の 実 用 形 質が劣 る こ と ， 高度抵抗性 と ‘下 回 不

安fl' 系 の 抵抗性 と を 既存の セ ン チ ュ ウ 汚染 園場で識別 す

る こ と が 難し い な ど の 理 由か ら ， 現在の と こ ろ ダ イ ズ シ

ス ト セ ン チ ュ ウ に 対し て 高度抵抗性 を も っ 品種の育成 に

は成 功し て い な L、

3 長野県中信農業試験場

‘下回不 知' 系 の抵抗性 を も っ ‘ ナ カ セ ン ナ リ ， 0978 年)

が育成 さ れ て い る が， 関東地方 で は ‘ Peking' 系 の 高度

抵 抗 性 に 対す る 要 望 が 強 い こ と か ら 'PI 907 63'，

'NC 1 -2' ， ‘PI 8475 1 ' な ど 広 義 の ‘Peking' 系 に 属 す る 遺

伝資源 を利用 し た 高度抵抗性 の 品種育成が進 め ら れ て い

る 。

W ダイ ズモザイ ク ウ イ ル ス 病抵抗性品種

の育成

1 東北農業研究セ ン タ ー

ダイ ズ モ ザ イ ク ウ イ ル ス (SMV) に よ る モ ザイ ク 病

は北海道南部か ら 九州、ほで広範囲 に 発生す る 重要病害で

あ る (長沢 ら ， 1993) 。 感 染源 は SMV を 保 毒 す る 種子

よ り 出芽 し た 幼植物で， 病原 ウ イ ル ス は ア ブ ラ ム シ に よ

り 伝搬 す る 。 生育初期 に 感 染 す る と 子 実 重 が 20�50%

減収す る こ と も あ る 。 ま た ， 擢病種子 は種皮 に 褐斑 を 呈

す る た め 外観 品 質が著 し く 低下 す る 。 SMV に 対す る ダ

イ ズ 品種 ・ 系統間 の 反応 に は 明瞭 な差異が認 め ら れ る 。

SMV は そ の 病 徴 に よ り A， B， C， D お よ び E の 5 系

統 に 分 け ら れ， 特 に A， B は 全 国的 に 分布 し て お り ，

現在普及 し て い る ダ イ ズ 品種の う ち ， ダ イ ズ モ ザ イ ク ウ

イ 1レ ス 病 の 心 配の な い北海道 の育成品種や ‘ 丹波黒' な ど

の在来種 を 除 い た ほ と ん ど の普及品種が， SMV-A お よ

び B に 対し て 抵抗性 を も っ て い る 。 一方， 山 形， 福島，

栃木， 埼玉県 な ど の 南東北~北 関 東 の 地 方 で は SMV

A， B に 加 え て ， C， D も 発 生 す る こ と か ら ， こ れ ら 4

系 統 に 対し て 抵抗性 を も っ 品種 の 育成 が重要 でFあ る 。 と

く に C， D 抵抗性の育種 素材 と な っ た の は ‘ Harosoy ' で

あ り ， A， B， C， D の 4 系統 に 対し て 抵抗性 を も っ ‘ ス

ズ ユ タ カ ， 0982 年) ， ‘ タ チ ユ タ カ ， 0987 年) ， ‘ ハ タ ユ タ

カ ， ( 1 999 年) が育成 さ れ た 。 さ ら に ， A， B， C の 3 系

統 に 対 し て 抵 抗 性 を も っ 品 種 と し て ， ‘ ト モ ユ タ カ '

( 1 990 年) ， ‘ リ ュ ウ ホ ウ ， ( 1 995 年) ， ‘鈴 の 音， ( 1 995 年) ， 

‘ お お す ず， ( 1 998 年) ， ‘ た ま う ら ら ， ( 1999 年) が育成 さ

れて い る 。

2 長野県中信農業試験場

近年， 中 園地 方 を 中 心 に ‘ 丹波黒' の 栽 培 が増 え て い

る 。 ‘ 丹波黒' は SMV -A， B 系 統 に 対し て 感 受 性 で あ

り ， し か も 通常の採種事 業で は 褐斑粒 を 除 外で き な い た

め SMV の 汚染源 と な り や す い 。 一方， 関東地 方 で は ，

C ，  D 系統 の 発 生 が 見 ら れ る の で， SMV に 対し て 高度

抵抗性 (A， B， C， D の 4 系 統 に 対す る 抵 抗 性) を も

っ 品種育成 は重要 な育種 目 標 と な っ て い る 。 こ の よ う な

こ と か ら ， ‘ Harosoy' に 由 来 す る 抵抗性 を も っ ‘ ア ヤ ヒ

カ リ ， ( 1 99 1 年) ， ‘ ギ ン レ イ ， ( 1 995 年) ， ‘ み す ず黒， ( 1 997 

年) が， ま た ， ‘ Harosoy' と 同 じ 抵 抗 性 遺 伝 子 を も っ

‘ ホ ウ レ イ ， ( 1987 年) に 由来 す る ‘ ほ う え ん， ( 1 997 年) ， 

‘ す ず こ が ね， 0998 年) ， ‘ あ や こ が ね， ( 1 999 年) が， さ

ら に は， ‘小糸在来' を 抵抗性 の 交 配母本 と し た ‘ さ ゃ な

み， ( 1 997 年) ， 'タ マ マ サ リ ， 0998 年) が 育成 さ れ て い

一一一 2 一一一
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V ハスモンヨトウ抵抗性品種の育成

九 州 沖縄農業研究 セ ン タ ー

西南l凌地の ダ イ ズ生産 を 不安定 と し て い る大 き な要因
の ーっ と し て ， ハ スモ ンヨ ト ウ ， カ メム シ類な ど の害虫
に よ る葉， 爽実の食害があ げられる。 特 に ハ ス モ ンヨ卜
ウ の防除は， 時期 を 逸す れば， 畑の大部分の葉 を 食害 さ
れ， 激 し く減収する。 西南l援地の重要筈虫 で あ るハ ス モ
ン ヨ ト ウ に 対 し て 抵抗性 をもっ遺伝資 源が探索 さ れ，
'1ニメ シ ラ ズ'， ‘操 回 大豆 '， ‘IAC 100'な ど の 耐虫性，!fijtill
が見い だ さ れて い る。 し か し ながら， これらの ハ ス モ ン
ヨ ト ウ 耐虫性品種 は， 極I晩生， 褐目小粒， 耐倒伏性が弱
で あ ったり し て ， そ の ま ま では 実用性 に 乏 しいため ， 交

配育種 に よ っ て 耐虫性遺伝子 を 普及品種へ導入するこ と
が強 く 求め られて いる。 耐虫性は， 選好七1:， 抗生性 (致
死ある い は生長阻害) ， 耐性 ( 回避性， 補償性) に 分け

られ， 育種岡場 で は これら を 複合 した耐虫性の選抜 を 実

施 し て いるが， 幼虫 の発生時期や密度な どが圃場内， 年

次 に よ り大 き く 変動す るため ， ハ ス モンヨ ト ウ 抵抗性 ダ

イ ズ の正確な圃場選抜は困難であ る。 そ こで， 間使 に i耐

虫性 を 判定で き る手法 と し て ， 選好性程度の J品種 ・ 系 統
間差 を利用 した室 内選好性選抜法 を 開発 し， ハ ス モ ンヨ
ト ウ 抵抗性 ダ イ ズ品種育成の効率化 を 図 っ て き た (中津

ら， 1 98 4 ;羽鹿ら， 1 993) 。

室内選好性選抜法の手11闘は次の通 りである。

① 径 9cmの シ ャ ー レ に 蒸留水 で湿らせた?戸市民 を 敷
き ， そ のJこ に 1.5 cm角 に 切った標 準品種 ( ノ、 ス モ ン ヨ

ト ウ 非抵抗性 品 種 で あ る‘アキ シ ロメ' ま たは‘アキセ ン
ゴ ク ') の 生薬ならび に 選好性程度 を 判定 したい 試験品
種 ・ 系統の生葉， 各 l 枚ずつ を 並べる。

② 250C， 1 4  I時間日長で飼育 したふ 化 10日後 のハ ス

6・

‘アキシロメ.

(似当I�，'iごi\HD
ιヒメシラズ

図一1 ハスモンヨトウ抵抗tl品邸白ヒメシラズ'と非低抗

仙川J縦‘アキシロメ'�I:.*の:liH了恒松皮のdl1級ImÊI�
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モ ンヨ ト ウ 幼虫 (3� 4 齢) に 18 "寺間摂食 さ せるo 図 2 エンレイ/傑L11大豆のF，例体!洋での室内選好でb'ili

③ 各葉片の摂食割合 を 0� 10 の 1 1段階で評価する。 抜i1!i�子法による選抜効栄

④ l 巨| の 試験 は 原則 10反復 と し ， 選好性程度 をPI

と し て 以 下 の 式 から算出 する。 品種‘操13:1大豆'とゴ|三抵抗性品種‘エンレイ'の交配後代で

PI=2 *�T/ ( �S+�T) あ るF2@体鮮 に つ い て 室 内選好性選抜法 を 用 い て ， 選

ただ し ， �S， �Tは そ れぞれ標準葉， 試験禁の 摂 好性程度の低い個体 を 選抜 す る と 選好性程度のより低い
食割合の総和。 PIは0 �2 の値 を とり， 1 よ り小 さ けれ Flll�1体併 を 泣ー抜で き ( 1豆1 -2) ， 室 内選好性選抜法がハ ス

ば標準品種 よ り非選好性 と 判定 さ れる。 モンヨトウ抵抗性品種の育成に有効で、 あることがわか

図1に見られるように， 抵抗性品種と非抵抗性品種 る。
に対する ハ ス モ ンヨ ト ウ 幼虫 の 筏食選好性 は 大 き く奥な 室内選好性試験 はífl吋虫性判定法 の 中 で は 比較的簡便な
り， 特 に 両者 を 同時 に 与えた場合 に 選好性の差が顕著 に 手法で あ る の で， 膨大な選抜個体 ・ 系 統W� を 扱 う 育種研
現れるこ と を 利 用 し て ， ハ ス モ ンヨト ウ 抵抗性 を有する 究で は好都合で あ る。 そ こで\ ‘納豆小粒'x'ヒメ シ ラ ズ'

品種 ・ 系統が選抜で き る。 笑際 に ハ スモ ンヨトウ抵抗性 (ハ ス モ ンヨ卜 ウ 抵抗性品種) の 交配後代 に つ い て ， 品
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表 - 1 ハ ス モ ン ヨ ト ウ の 選好性程度 と 飼育試験の結巣 ( 199 8"1・)

選好性程度 飼育試験で得られた踊重(mg) 蝋化日数(11)
品種 ・ 系統名

PI11筒‘ ♀ ♂ 平 ♂ 
九交5 89- 8-5 0 . 296 272 士30 256 土 8 1 9 . 4 土0 . 5 1 8. 9 士0 . 4

ヒ メ シ ラ ズ 0 .475 193 :!:2 1  1 81 士13 2 1 . 5 :!:O . 5  22 . 4 :!:0 . 6  

フ ク ユ タ カ 1 . 3 81 3 88士2 8 372 :!: 1 3  1 H. l:!:0 . 6  1 7 . 4 士0 . 3

' 標準品種はアキ シ ロ メ .

表 - 2 九交5 89 -8-5 の特性一覧 ( 199 8年7 月橋， 防除剛場)

品級 ・ 系統名
開花期 成熟期 収一1，1: 百粒電 粒形 粒色 !隣色 紫斑 裂l主
( 月日) ( 月 日 ) (kg/a) 日)

光沢 品質 青立e 倒{犬

九交589 -8 5 8. 22 \ 0 . 25 3 8. :'  \ 0. 2  だ1']
納ヨノj、粒 8 . 15 \0. 9 25 . 9  9 . 8  だI'J
ヒ メ シ ラ ズ 8. 3 1  1 1 . 1 6 1 6 . 9  9 . 6  だれl
感 無防除1I町場での 成熟期 の観察結果.

質・収 量性等の通常 の選抜 に 加 え て ， 選好性選抜法 に よ

る 選抜 を 行 い ， ハ ス モ ン ヨ ト ウ に 対 す る 選好性程度 が

‘ ヒ メ シ ラ ズ 'と 同様 に 低 く (表 1 ) ， ‘ 納豆小粒 'に比べて

収量が高 い 良 質の 白 目 小粒 系 統 (‘九 交 589-8-5 ') が選

抜で き た ( 表 2) 。 本 系統 は ， 晩生の 秋 ダ イ ズ 品種 で あ

り ， 無防除圃場 に お い て も ほ と ん ど青立 ち せ ず， カ メ ム

シ類に 対す る 耐性 を あ る 程度有 し て い る も の と 推定 さ れ

る o ま た ， 白 目 小粒で あ る た め 納豆 向 き の 良 質品種 と し

て 期待 さ れ て い る 。

耐虫性 に は選好性， 抗生性 (致死 あ る い は生長血害) ， 

耐性 ( 回避性， 補償性) と が あ り ， こ れ ら は別個 の機作

に 支配 さ れ て い る と 考 え ら れて い る 。 ハ ス モ ン ヨ ト ウ 抵

抗性 ダ イ ズ で あ る ‘ ヒ メ シ ラ ズ 'に つ い て は， ハ ス モ ン ヨ

ト ウ に 対 し て 非選好性であ る ばか り で な く 抗生性 を兼ね

備 え て い る こ と がわ か っ て い る (羽鹿ら ， 1998) 。 ‘九交

589 -8 -5 'の抗生性程度 を 調 べ る た め， ‘ ヒ メ シ ラ ズ 'と 九

州 の基幹品種で あ る ‘ フ ク ユ タ カ 'と と も に ， そ れ ら の生

葉の み を 与 え て ハ ス モ ン ヨ ト ウ の幼虫 を ふ化直後か ら 蝋

に な る ま で飼育 し た 。 そ の結果， ‘ 九交 589 -8 -5 'は ‘ フ ク

ユ タ カ 'に比べ 蝋重が低下 し 踊化 日 数が 延び (表 1 ) ， 非

選好性 で あ る ばか り で な く 抗生 性に つい て も ‘ ヒ メシ ラ

ズ 'ほ ど で は な い が兼 ね備 え て い る こ と が確認 さ れ た 。

‘九交 589 -8 -5 'に つ い て は， ‘九系 279 'の 系統名 を 付 し ，

2000 年度 か ら 系統適応性検定 試験 に 供試 し て 評価 し て

い る 。

H そ の他の病虫害抵抗性品種の育成状況

本 稿で紹介し な か っ た 他の病害虫 に つ い て は， 各育成

機関 と も 自 然感 染あ る い は 自 然発生 に基づ く 育種 岡場で

4 

黄白 員ー 微 í!!l 実!l 上下 微 先t
黄白 負ー 少 誕i 無 中下 甚 無t
黄臼 淡褐 111\ 1l!\ F世 中中 無

の選抜 に 頼っ て い る 。 例え ば， 紫斑病発生地域で は ， 数

年 に 一度 は発生の 多 い 年が あ り ， 抵抗性 “弱" の育成系

統 を 選抜か ら 外 すこ と が可能 で予あ る 。 一方， 黒根腐病，

白絹病な ど の 立枯性病 に つ い て は， 最近， 国産ダ イ ズ の

作付 け面 積が急激 に 増加す る な か で湿害の 危険 の 高 い ダ

イ ズ連作田 で急増す る こ と が危倶さ れ， 抵抗性品種育成

の ニー ズ が高 ま っ て い る 。 こ の た め， 例 え ば， 東北農 業

研究セ ン タ ー で は黒根腐病抵抗性の遺伝資源の探索 を 実

施 し ， い く つ か の 抵抗性 “強" の 素材 を 見 つ け て い る

( 中 島 ら ， 1994) 。

お わ り に

病害虫抵抗性品種 を 育成 す る た め に は ， 実用性の 高 い

抵抗性 を も っ 育種 素材 の 開発が必須で あ る と 同時 に ， 適

正な抵抗性の評価法 を 確立 す る 必要 が あ る 。 各育成機関

と も ， 毎年度， 数多 く の遺伝資 源 を評価す る こ と に よ っ

て よ り 有効 な 抵 抗性 を も っ 育種 素材 の 開発 に 努 め て い

る 。 例 え ば， 東北農 業研究 セ ン タ ー で は 1 998 年 ま で に

1 ， 04 1 品種の SMV に 対 する 抵抗性 を 検定 し ， そ の う ち

9 品種が すべ て の病原系 統 に 抵抗性 を も つ こ と を 明 ら か

に し て い る ( 高 田 ， 1998) 。 ま た ， 九州沖縄農 業研究 セ

ン タ ー で は 栽 培ダ イ ズ ば か り な く ， 野 生 ダ イ ズ ( 羽 鹿

ら ， 1 995) を 対象 と し て ， 毎年度 100 品種 ・ 系統以上 の

遺伝資 源 の ハ ス モ ン ヨ ト ウ 抵抗性 の 評価 を 継続 し て い

る 。 な お， 遺伝子組み換 え 技術 を 用 い る こ と で， 新 た な

抵抗性遺伝子 を も っ た 育種 素材 の 開発研究 も 可能 で は あ

る が， 現在の と こ ろ ， 前 出 の ダ イ ズ育種実施機関で は 取

り 組 ま れ て い な い。

本 稿で紹介し た 難防除病虫害 に 対 する 抵抗性育成材料
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の選抜 に は ， 汚 染圃場の 維持， 害虫， 媒介見虫の大量飼

育 な ど に 多大 な 労力 と 時間 を 要 する 。 例 え ば， 九州沖縄

農 業研究セ ン タ ー で は ハ ス モ ン ヨ ト ウ の幼虫 を使 っ て 抵

抗性 を 効率 良 く 評価 で き る 室内 選抜 法 を 開 発 し て い る

が， そ の た め に ， 生育 の そ ろ っ た ハ ス モ ン ヨ ト ウ を供試

で き る よ う に 多量 の 幼虫 を 年間飼育 し て い る 。 ま た ， 北

海道で は ダ イ ズ わ い 化病抵抗性の検定法 と し て ， 年次 に

よ る 発病が不安定 な 自 然感 染圃場での検定， ま た は効率

の 劣 る 保毒 ア ブ ラ ム シ の 人工接種法 に 頼ら ざ る を 得 な い

の が現状であ る 。 こ の よ う な 煩雑で あ っ た り 精度 に 問題

の あ る バ イ オ ア ッ セ イ を 伴 う 病害虫の選抜法 を効率化 さ

せ る た め に ， 現在で は ， 抵抗性の選抜 に 有効な遺伝子マ

ー カ ー を 開発 し よ う と する 研究が各育成機関で始 ま っ て

い る 。 例 え ば， 北海道立十勝農 業試験場で は ダ イ ズ シ ス

ト セン チ ュ ウ 抵抗性， 北海道立中 央農 業試験場で は ダイ

ズ わ い化病抵抗性， 東北農 業研究 セ ン タ ー で は 夕、イ ズ シ

ス ト セ ン チ ュ ウ 抵抗性， 長野 県 中 信農 業試験場 で は ダ イ

ズ モ ザイ ク ウ イ ル ス 病抵抗性， 作物研究所で は 黒根腐病

抵抗性， 九州沖縄農 業研究 セ ン タ ー で は ハ ス モ ン ヨ ト ウ

抵抗性 に つ い て 精 度 の 高い 遺伝子マ ー カ ー の 開発 に 着手

し て い る 。
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IJif(jæl書 フェロモン剤利用ガイド
同書編集委員会 編集 B 5 判 口絵カ ラ ー 7 頁 本文 I I I 頁

定価2，730円税込み(本体2，600円) 送料310円

発生予察 用フ ェ ロ モ ン剤 32 項 目 ， 防除 用フ ェ ロ モ ン剤 15 項 目 (交 信か く 乱剤 と 大量誘殺剤) に つ い て ， 利 用

で き る 剤や ト ラ ッ プ ( 口絵写真付 き ) の紹介か ら ， 使 用する 際 の 注意点 ま で を 実 際 に 活 用し て い る 専門家が詳

し く 解説。 基礎的 な フ ェ ロ モ ン の知識 も 一般の 方 で も わ か り や すく 解説 し て あ り ま す， 口 絵 で は 混入 する 昆

虫 も 紹介し て お り ， 対象害虫 と の 見比べが可能で す。

お申し込みは直接当協会へ， 前金 ( 現金書留 ・ 郵便振替 ) で申し込むか， お近くの脅!苫でお取り寄せ下さい.
社団法人 日本植物防疫協会 出版情報グループ 〒170-8484東京都豊島区駒込1-43-11

郵便振替口康00110-7-177 867 TEL(03) 3944-1561 (代) FAX (03) 3 944-2103 メール: order@jppa.or.j 

農薬適用一覧表2000年版 一平成12年9月30 日現在一
農林水産省農薬検査所 監修 定価 13，650 円 (本体 1 3 ， 000 円 ) 送料サ ー ビ ス

我が国で登録されて い る殺虫剤， 殺菌剤， 除草剤， 植物成長調整剤の適用作物 (適用病害虫) ・目的等 の一覧表。

農薬要覧2000年版 一平成11農薬年度一

農林水産省農産園芸局植物防 疫課 監修 定価 7，560円 (本体 7 ， 200 円 ) 送料サ ービス
我が国で生産・出荷されて い る 全農薬の 数量 ・金額に倒 し て の統計資料。

農薬概説 第四版2000年版 一農薬取扱業者研修テキスト ー

農林水産省農産題芸局植物防 疫課 監修
植物防 疫全 国協議会 編集 定価 1 ，8 9 0 円 (本体 1，800 円 ) 送料 3 1 0 円

農薬取扱者が知って お か な ければならな い事項を 解説 し たテ キ ス ト 。 法律や基準な ど の 詳 し い解説 を掲載。
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